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【2017年3月期決算および2018年3月期業績予想 発表者：代表取締役副社長 木村 睦】

• 本日は、お忙しいところ、当社グループの2017年3月期の決算および宝グループ中期
経営計画2019の説明会にお集まりいただき、誠にありがとうございます。

• 2017年3月期の決算と2018年3月期の業績予想についてご説明します。
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• まず、宝ホールディングス連結の2017年3月期業績についてご説明します。
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• 連結損益計算書の売上高から営業利益までの実績についてご説明します。

＜前期比＞

• 連結売上高は前期比88億2,900万円増収の2,341億9,300万円と、過去最高
となりました。

• 売上総利益は、売上高の増加に伴い、前期比45億1,400万円増益の、940
億1,000万円となりました。

• 販売費及び一般管理費では、販売促進費や管理費その他が増加しました
が、営業利益は、前期比18億7,000万円増益の135億5,100万円となり、連結
会計制度導入以降の最高益となりました。

＜11月時点計画比＞

• 宝酒造グループの売上高が計画を下回りましたが、タカラバイオグループが
計画を上回り、連結売上高はほぼ計画どおりとなりました。

• 販売費及び一般管理費の抑制に努めた結果、営業利益は計画を9億5,100
万円上回りました。
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• 営業外損益では、持分法投資利益などの営業外収益が減少し、支払利息
など、営業外費用が前期に比べ増加しましたが、連結経常利益は、前期比
では15億400万円、計画比では10億4,400万円上回る143億4,400万円となり
ました。
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• 特別利益では、持分法適用会社であったミューチャルトレーディング社の子
会社化による「段階取得に係る差益」8億7,800万円を計上したことなどによ
り、親会社株主に帰属する当期純利益は、前期比では14億2,500万円、11
月時点計画比では2億8,000万円上回る84億8,000万円となりました。
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• 続いて、連結貸借対照表についてご説明します。

• 資産合計は前期末に比べ211億1,500万円増加しました。

• 現金及び預金、有価証券はネットで46億円増加しました。

• 受取手形及び売掛金、たな卸資産が増加しましたが、これは主にミューチャ
ルトレーディング社が連結に加わったことが要因です。

• 固定資産は62億7,600万円増加しました。設備投資額は66億円で減価償却
費は51億円でした。

• 負債合計は前期末に比べ113億4,300万円増加しました。

• 借入金、社債は長期・短期合計で約50億円増加しましたが、これもミュー
チャルトレーディング社の連結が主な要因です。

• 純資産合計は前期末に比べ97億7,100万円増加しました。

• 利益剰余金の増加に加え、ミューチャルトレーディング社連結により非支配
株主持分が増加しました。
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• 続いてキャッシュフロー計算書についてご説明します。

• 当期の営業キャッシュフローは128億2,600万円で、前期比で24億5,200万円
増加しました。

• 投資キャッシュフローは、資金運用として保有していた有価証券の売却など
により162億円のプラスとなりました。

• 有形・無形固定資産の取得は53億7,600万円でした。

• 財務キャッシュフローは28億2,800万円の支出で、配当による支出が24億
1,300万円ありました。

• 期末の現金及び現金同等物残高は前期末に比べ262億2,800万円増加しま
した。
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• 次に、宝酒造グループの業績概況についてご説明します。

＜前期比＞

• 売上高は91億4,600万円増収の2,011億7,100万円となりました。

• カテゴリー別では、焼酎の減収をソフトアルコール飲料が補い、海外日本食材卸
では、欧州各社の売上の増加に加え、ポルトガルのケタフーズ社と米国のミュー
チャルトレーディング社が連結に加わったことにより、前期比で40％の増収となり
ました。

• 売上総利益も、売上高の増加に伴い、前期比37億300万円の増益となりました。

• 販売費及び一般管理費では、販売促進費や管理費その他などが増加しました
が、営業利益は前期比13億4,500万円増益の、97億5,500万円となりました。

＜11月時点計画比＞

• 売上高は、海外日本食材卸が計画を上回りましたが、焼酎、清酒、ソフトアル
コール飲料などが計画を下回り、全体では4億2,800万円の未達となりました。

• これに伴い、売上総利益は8億5,800万円計画を下回りましたが、販売費及び一
般管理費の抑制に努め、営業利益は計画を5億5,500万円上回りました。
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• 宝酒造グループの営業利益増減要因（前期比）についてご説明します。

• 宝酒造単体の営業利益が前期比で10億300万円増益となったことに加え、
海外日本食材卸会社やその他の国内外の子会社の営業利益も増加し、営
業利益は前期比13億4,500万円増益となりました。
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• 宝酒造グループの営業利益増減要因（11月時点計画比）についてご説明し
ます。

• 宝酒造単体の営業利益が計画比では1億3,200万円未達となりましたが、海
外日本食材卸会社やその他の国内外の子会社の営業利益の増加により、
営業利益は計画を5億5,500万円上回りました。
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• 宝ホールディングス連結の2018年3月期業績予想についてご説明します。
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• 宝酒造より海外事業を分社化することに伴い、当期よりセグメントの変更を
行っております。（→セグメント変更の詳細についてはp.24を参照）

• 連結売上高は前期比338億600万円増収の2,680億円、営業利益は前期比4
億4,800万円増益の140億円を計画しています。

• 宝酒造、宝酒造インターナショナルグループ、タカラバイオグループのいず
れもが増収増益となる計画です。
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• 経常利益は144億円、親会社株主に帰属する当期純利益は85億円を計画し
ています。
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• 株主還元の状況についてご説明します。

• 当社は中期経営計画の中でご覧のような財務方針を公表しています。

• 配当方針としては、税引き後の連結営業利益をベースとしたみなし配当性向
30％を目安に配当することにしています。

• 2017年3月期につきましては、前期の当社創立90周年記念配当を含む12円
から1円の増配となる13円の配当を実施します。

• 2018年3月期につきましては、1円増配となる14円の配当を予定しており、み
なし配当性向も30％程度となる予定です。

• 今期の計画に基づくROEの試算は6％程度の見込みですが、状況に応じた
機動的なROE向上策を検討してまいります。

• 続きまして、宝酒造の業績予想についてご説明します。

• 次のスライドをご覧ください。
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• 各事業セグメントの2018年3月期業績予想についてご説明します。

＜宝酒造＞

• 宝酒造セグメントは、海外事業を分社化したことにより、国内の酒類、調味
料・酒精事業となります。

• 売上高については、焼酎は減収の計画ですが、清酒やソフトアルコール飲
料の売上を伸ばす計画としています。

• 売上高は前期比35億4,700万円増収の1,530億円、営業利益は前期比5億
2,800万円増益の56億円の計画です。
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＜宝酒造インターナショナルグループ＞

• 売上高は、ミューチャルトレーディング社等の新規連結効果約272億円のプ
ラス要因があるものの、為替変動によるマイナス19億円の影響を受け、前期
比254億5,900万円増収の630億円、営業利益は前期比5億1,700万円増益
の37億円の計画です。
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【宝グループ中期経営計画2019 発表者：代表取締役社長 柿本 敏男】

• 今期より新たにスタートいたします「宝グループ中期経営計画2019」について
ご説明します。
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• まず、前中計について総括します。

「宝グループ中期経営計画2016」

＜基本方針＞

「宝グループ・長期経営ビジョン2020」の実現に向けて、国内では収益力の向
上、海外では事業の拡大・伸長に取り組むとともに、バイオ事業の成長加速によ
り、環境変化に強いバランスのとれた事業構造に変革していく」

＜定量目標（2017年3月期 宝グループ連結）＞

• 売上高 2,300億円以上

• 営業利益 120億円以上

• 海外売上高比率 16％以上

＜2017年3月期実績（宝グループ連結）＞

• 売上高 2,341億円

• 営業利益 135億円

• 海外売上高比率 22.2%
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「宝グループ中期経営計画2016」

＜財務方針＞

「健全な財務体質を維持しながら、資本効率を意識し、利益成長のための重点
戦略への積極的な投資と、適切な株主還元を実施する」

＜主な実績＞

• 重点戦略への成長投資：3ヵ年累計125億円

• 株主還元：毎期増配実施 3ヵ年累計配当総額70億円

• みなし配当性向：3年平均 29.1%

• ROE：2017年3月期 6.4%
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• 定性面も含めた、主な成果と課題については上表の通りです。
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• こうした成果と課題をふまえ、今期より新たにスタートする中期経営計画につ
いてご説明いたします。
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• 当社グループの事業環境について、SWOT分析をまとめたのが上表です。

• 持続的成長のためには、様々な環境変化に対応するための取り組み、体制
整備を進めていく必要があります。

23



• こうした環境認識をふまえて策定したのが、新たにスタートする「宝グループ
中期経営計画2019（以下、本中計）」です。

• 本中計は、2011年からスタートした「宝グループ・ビジョン2020」の実現に向け
た最終ステップとなります。

• 長期ビジョンの社内ガイドラインであった、2020年3月期連結営業利益目標
150億円を１年前倒しで達成し、経営目標である「環境変化に強いバランスの
とれた事業構造の確立」に向けた総仕上げとして、次の成長ステージへの扉
を開く3年間と位置づけています。
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• 本中計の概要は上表の通りです。

「宝グループ中期経営計画2019」

＜基本方針＞

「海外売上高比率をさらに高めるとともに、国内外で抜け・モレのない商品と競争
優位性をもった商品を多数もつことで、他社に勝てる分野を数多く築き上げ、ど
んな環境変化が起ころうとも収益を大きく伸長させることができるバランスのとれた
事業基盤を確立する」

＜定量目標（2020年3月期 宝グループ連結）＞

• 売上高 2,900億円以上

• 営業利益 155億円以上

• 海外売上高比率 33%以上
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• 事業セグメントの変更についてご説明いたします。

• 先に発表しております通り、当社は宝酒造株式会社の海外事業を分社化
し、本年7月3日付で宝酒造インターナショナル株式会社を設立いたします。

• これに伴い、2018年3月期より事業セグメントを変更し、従来の宝酒造グルー
プを宝酒造と宝酒造インターナショナルグループに分けて記載いたします。

• あわせて、国内グループ会社についても記載を変更いたします。
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• 定量目標について、実績・計画を新セグメントで記載したものです。

• 各事業とも業績を拡大し、宝グループ連結で、売上高は前中計対比で約600
億円増収となる2,900億円以上、営業利益は約20億円増益の155億円以上
を計画しています。海外売上高比率もさらに10ポイント以上高め、宝グルー
プ全体で33％以上を、目指します。
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• 上表は、当社の売上高と営業利益の推移を示したものです。

• 営業利益は1995年3月期に連結会計制度導入以降の当時としての最高益を
記録しましたが、2006年3月期には59億2,400万円まで減少しました。

• この背景にはいくつかの要因がありますが、国内での酒類小売免許の規制
緩和が進み、販売チャネルの構成が変化し、販売促進費が増加したことによ
り、収益性が低下した影響が大きいと言えます。

• しかしその後、国内酒類事業で高付加価値商品の育成や経費抑制に取り組
んだこと、また2008年3月期のタカラバイオグループの黒字化とその後の収
益の拡大、2011年3月期に海外日本食材卸事業へ参入したことなど、各事
業での取り組みを着実に進めた結果、2017年3月期の連結営業利益は135
億5,100万円となり、連結会計制度導入以降の最高益を更新しました。

• 本中計3年間でもさらなる業績拡大を目指します。
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• 各事業の戦略と定量目標についてご説明します。

＜事業戦略（宝酒造）＞

「清酒を中心に各カテゴリーの売上高を拡大するとともに、利益率を向上させ、国内
の酒類・調味料市場で和酒No.1メーカーとしての確固たるポジションを確立する」

＜定量目標（宝酒造 2020年3月期）＞

• 売上高 1,600億円以上

• 営業利益 62億円以上

• 国内の酒類総消費数量は今後も減少が続くことが予想されますが、宝酒造は
和酒トップメーカーとして各カテゴリーに多くの強いブランドを持ち、バランスの
とれた商品構成や技術開発力生産体制に強みを有しています。

• 本中計では、従来からの基本方針である、技術で差異化された付加価値商品
の開発を継続するとともに、多様化する消費ニーズにスピーディかつタイムリー
に対応するために商品開発体制を強化し、抜け・モレのない商品ラインアップ
拡充に取り組むことで、各カテゴリーにおける競争力を高めます。

• また、高付加価値商品の売上構成比を高めることで利益率の向上にも取り組
みます。

29



• カテゴリー別の戦略は、ご覧の通りです。
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• 宝酒造は、国内の酒類・調味料市場において、いずれのカテゴリーにおいて
も高いシェアを有しております。

• 本中計の目標である「国内の酒類・調味料市場で和酒No.1メーカーとしての
確固たるポジションを確立する」ことを目指し、各カテゴリーで取り組みを強化
してまいります。
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• 宝酒造インターナショナルグループについてご説明します。

＜事業戦略（宝酒造インターナショナルグループ）＞

「日本食材卸網の拡充により事業規模を飛躍的に拡大するとともに、事業基盤の
整備を進め、世界の和酒・和食市場におけるリーディングカンパニーに向けて地
歩を固める」

＜定量目標（宝酒造インターナショナルグループ 2020年3月期）＞

• 売上高 750億円以上

• 営業利益 43億円以上

• 当社グループは海外事業の拡大に注力しており、直近の１年間は、ポルトガ
ルのケタフーズ社、北米のミューチャルトレーディング社（持分法適用会社）、
オーストラリアのニッポンフード社を、相次いでグループに迎え入れました。

• そして、こうした海外事業の成長をさらに加速させるため、より迅速で的確な
意思決定と海外拠点を含めた事業基盤の整備・強化を図る目的で、7月3日
付で宝酒造インターナショナルを設立し、新たな体制で本中計に取り組んで
まいります。
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• 重点戦略は上表の通りです。
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• 当社グループは、2011年3月期に海外日本食材卸事業に参入して以降、売
上高を順調に拡大させてきております。

• これまでは、フランスを中心にヨーロッパ各地で事業を展開するフーデックス
グループとイギリスのタザキフーズ社の２社による、欧州エリアでの業績のみ
でしたが、2017年3月期には北米のミューチャルトレーディング社の業績が加
わり、また2018年3月期にはオーストラリアのニッポンフード社の業績がさらに
加わります。

• 本中計でも、各エリアでの事業成長により業績を拡大していく計画です。
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• 経営基盤の強化については上表の通りです。
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• 財務方針についてご説明します。

＜財務方針＞

「健全な財務体質を維持しながら、成長投資を行うとともに、適切な株主還元を実
施することによってROEを向上させ、適正な株価水準を実現する」

＜成長投資＞

• 宝酒造 ： 新製品および増産対応

• 宝酒造インターナショナルグループ ： 海外日本食材卸事業における新規
拠点整備とパートナーの拡大

• タカラバイオグループ ： バイオ産業支援事業、遺伝子医療事業における
新規技術取得

＜株主還元＞

• 連結営業利益の水準に応じて増配する方針とし、配当総額の税引後営業利
益に対する比率を「みなし配当性向」として、30%を目安に配当を行う
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• 当社グループは今期より、ご覧のような新しい体制で事業に取り組んでまいり
ます。

• 宝ホールディングスは、グループ全社の経営を調整・統括するとともに、グ
ループ全体のコーポレート部門として各事業の成長を強く支えてまいります。

• 新しい体制で臨む本中計の目標達成は、「宝グループ・ビジョン2020」の実
現を意味します。

• 経営目標に掲げた「国内外の強みを活かせる市場で事業を伸ばし、環境変
化に強いバランスのとれた事業構造の確立」を何としても成し遂げ、その先の
新たなステージに向かって飛躍するために、これから3年間、グループ一丸と
なり全力で取り組んでまいります。

【以上】
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